
持続可能な新しい旅in種子島
～息白し おじゃりもうせ ヨガ巡り～

鹿児島大学 法文学部 人文学科多元地域文化コース 3年 山下智也

受入先企業名：日本エアコミューター株式会社(JAC)   インターンシップの内容

・所在：鹿児島県 霧島市

・取組：島民の生活路線を維持し、地域を活性化させ、

 永続的に航空需要を創出など

課題：地域に愛され信頼される航空会社を目指して
～鹿児島の離島×JALグループの「持続可能な新しい旅」～

日本エアコミューターの皆
様をはじめ、ご協力してい
ただきました全ての皆様に
お礼申し上げます。
ありがとうございました。

①現場体験を通して現状と課題

JAC

ー離島路線の特色ー

離島路線は島民の生活に欠かせないインフラ

離島路線は需要規模が小さく、採算が取りづらい

生活・離島路線の維持・充実とし、交通インフラの役割

種子島

➢シーズンオフに観光客が減少

夏の繁忙期が過ぎると観光客が減少 PRに力を注いでいる

➢ヨガの聖地なのに・・・

全国的に認知されていない。種子島のインストラクター不足

➢「島民」が一番の魅力

やりたいことを否定することなく、島民全員で支えようとする。島民との交流の
 機会→体験型観光の事業

➢馬毛島基地着工の影響

工事関係者がホテルの宿泊増加。しかし、観光客の増加には繋がらない

島民の暮
らしを守る

ー持続可能の抽出ー

ヨガの魅力は年中できる点
聖地である種子島を舞台に、ヨガを体験し、
シーズンオフの旅行に取り入れる
→参加者にヨガの魅力を知り、種子島の良さ
を知る

②課題解決策

人流→年中を通して観光客が訪れにぎわうこと

SWOT分析の活用

現場体験を踏まえ、航空事業と種子島の
強みと弱みを区別

旅行プランの方針

③旅行プランの具体性。馬毛島基地着工の影響

2泊3日。
目的：種子島のヨガの認知度を高め、種子島のヨガのインストラクターを
   増やす
ターゲット層：ヨガを経験したことがある20代
手段：ヨガをすることで種子島の良さを実際に体験して知ってもらう

※旅行プランは馬毛島完成後→完成前だとホテルの受け入れが厳しい状況

⑦インターンシップを通して

観光客のSNS投稿 ♯ヨガ種子島 特典

種子島でヨガのインストラクターの資格が取れる合宿

HPの背景をヨガ 鹿児島県庁のLINEアプリからの情報発信

ラジオ体操→ヨガ体操 学校でヨガをやる

情報発信

資格

告知

取り組み

④旅行プランの内容

【特徴】
・1日1ヨガ ・島民との交流する体験型観光
・種子島の豊かな自然を満喫できる

⑥今後の課題と展望

JACからの視点不足

→飛行機を飛ばすために、旅行参加者の人数、料金の設定 
→機内で参加者に離島の魅力を伝えることはできないか 

⑤馬毛島基地着工完成まで、その後の取り組み

得たスキル

・主体性
率先して動き、質問し、リーダーシップを発揮した

・メモを取る
座学や車での移動中にメモを取り、情報の記録や整理し、
アイデアを書き留めた

自身の課題

・計画力
旅行プランの構想、プレゼン資料の作成が長引き、休日も充てたこと。また、
旅行プランだけに目が行ってしまい、航空業界からの視点が抜けていた。見
積もりが甘かった。だからこそ、逆算しながら行動する必要がある。
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